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米国製造業株式ファンド

愛称：USルネサンス 追加型投信／海外／株式

スペシャルレポート

ファンド設定日の前営業日を10,000として指数化
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トランプが唱える米国製造業の復活始まる

足元の投資環境

トランプ政権が掲げる「製造業復活」に伴う、生産拠点

の米国内回帰やサプライチェーンの再構築などの構造

的な変化は、引き続き製造業の追い風となっています。

米国内の半導体生産を促進するための「CHIPS法」は

先端生産機能、半導体、クリーンエネルギーインフラなど

への資本投下を促進させ、米国の長期的な競争力強

化を促しています。

また、トランプ政権は「エネルギー・ドミナンス（支配）」

を推進する大統領令を発令。AIの普及に伴う電力需

要に備え、原子力発電の規制緩和によって核燃料の

内製化を促しています。

これらの大規模な政策は、製造業関連企業の成長機

会につながっています。

今後の投資方針

資本財、電気機器、先端製造技術に着目しつつ、近

代化の恩恵を受ける航空宇宙・防衛企業に対して選

別的に投資を増やしていきます。「米国製造業は、イノ

ベーション、政策支援、サプライチェーンの再構築に支え

られ「製造業復活」の局面に入っており、自動化、電

化、先端生産機能関連の企業に持続的な成長機会

がある」と運用者は前向きな見通しを維持しています。

基準価額は信託報酬控除後のものです。基準価額は換金時の費用、税金などは考慮していません。上記は過去の実績であり、将来の投資成果等を示唆・保証

するものではありません。

販売用資料

2026年2月

当ファンドの基準価額の推移（2012年5月30日（設定日：2012年5月31日）～2026年2月13日）

基準価額 150,857円

設定来騰落率   +1408.57％

（2026年2月13日時点）

セ ク タ ー 別

注目ポイント

資本財・サービス：工場の自動化、ロボット化、精密工学への投資拡大の恩恵が期待される。

電気機器・電力管理関連：電気へのエネルギー転換（電化）や送電網の増強の流れが追い風に。

航空宇宙・防衛関連：国家安全保障の重要性が高まる中、需要増加が見込まれる。
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米国の「製造業復活」を支える大きな流れ

● トランプ政権は「米国第一」を再び掲げ、製造業の競争優位を高めるための大規模な経済対策を打ち出しています。

● 「製造業復活」に向けて国内生産化に加え、ものづくりの現場では自動化、ロボット化、生成AIの融合といった製

造プロセスの改革が起きています。

当ファンドでは、多角的な調査に基づく個別銘柄選択に加えて、製造業の潮流や変化を大局的に捉えた独自の投資テーマを

運用に加味し、成長機会やリスクを見極めます。トランプ政権が「製造業復活」を掲げる中、「生産拠点の国内回帰」、供給

力強化を促す「スマート製造」（自動化・ロボット化など）、「エネルギー効率化」といった中長期の成長テーマに注目しています。

機動的な運用で変化と成長を先取り

【上図】各種情報、ニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエルシーのコメントに基づきBNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパンが作成。資
料作成時点の見解であり、将来の投資成果等を示唆・保証するものではありません。また、予告なく変更されることがあります。 【下図】セクターは世界産業分類基
準(GICS)の分類に基づきます。上記構成比はマザーファンド株式運用部分の評価金額に対する比率です。小数点第二位以下を四捨五入して表示しており、それ
を用いて計算すると誤差が生じることがあります。上記は過去の実績であり、将来の投資成果等を示唆・保証するものではありません。

米国製造業を取り巻く環境 トランプ政策が製造業の追い風

米国第一主義

貿易摩擦や地政学リスク、
政策支援などを背景に、生産
拠点の米国回帰が加速

米国の

製造業復活

を促進最先端技術の進化

AI、自動化、次世代技術など
のイノベーションが製造業を
高度化

「1つの大きく美しい法案」

企業の設備投資や研究開発費
が実質的に減税

原子力発電の規制緩和

原子力発電所の新増設や、
次世代革新炉の開発を促進

AI行動計画

技術革新、インフラ整備を促し
国防へのAI導入なども後押し

販売用資料

2026年2月
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生活必需品

素材

一般消費財・サービス

情報技術

ヘルスケア

資本財・サービス

ファンドの業種別構成比の推移（2020年1月末～2026年1月末、年次）

地政学リスクの高まりを受け、資源の自国生産の
促進、防衛分野の製品の需要拡大を見込んで、
資本財・サービスの比率を引き上げ。

企業の設備投資減速と在庫圧縮を受け、情報

技術を引き下げ。利上げによる景気不安からヘル

スケアを引き上げ。
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個別銘柄の事例

上記はニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエルシーのコメントに基づき、BNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパンが作成。上記の個別
銘柄に関する言及は例示を目的とするものであり、当該個別銘柄の購入、売却または継続保有を推奨するものではありません。上記は当資料作成時点の見解で

あり、将来の運用成果などを示唆・保証するものではありません。また、予告なく変更されることがあります。写真はイメージです。

●原子力部品の製造および先進的な原子力技術

開発を専門とし、米国の防衛用核インフラの重要

部品では圧倒的な優位性を持っています。

● トランプ政権はAIなどによる電力需要増を受け、

原子力発電所の新設などを推進。原子力技術へ

の投資が加速しています。

●特に次世代原子力発電所「小型モジュール原発

（SMR）」が注目される中、同社はSMRの開発

のリーダー企業として、収益拡大が期待されます。

原子力分野のリーディングカンパニー

BWXテクノロジーズ （資本財・サービス）

●米国の防衛機器、システム企業。ミサイル・防衛・

宇宙プログラムに不可欠なシステムの開発、製造、

販売までを一貫して行う持株会社。

●防衛事業以外に、宇宙関連や政府との契約など

収益源の多様化も進んでおり、長期的な成長機

会を創出しています。

●米国の防衛費増大に伴う先進ミサイル・航空宇

宙システムの需要拡大を背景に、高い企業成長

が期待されます。

航空宇宙・防衛分野のリーダー

カルマン・ホールディングス （資本財・サービス）

株価の推移（2025年2月13日～2026年1月末、日次 、米ドル）

販売用資料

2026年2月

株価の推移（2020年12月末～2026年1月末、日次 、米ドル）
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個別銘柄の事例

• 上記はニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエルシーのコメントに基づき、BNYメロン・インベスト

メント・マネジメント・ジャパンが作成。上記の個別銘柄に関する言及は例示を目的とするものであり、当該個別銘

柄の購入、売却または継続保有を推奨するものではありません。上記は当資料作成時点の見解であり、将来の運

用成果などを示唆・保証するものではありません。また、予告なく変更されることがあります。写真はイメージです。

上記はニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエルシーのコメントに基づき、BNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパンが作成。上記の個別
銘柄に関する言及は例示を目的とするものであり、当該個別銘柄の購入、売却または継続保有を推奨するものではありません。上記は当資料作成時点の見解で

あり、将来の運用成果などを示唆・保証するものではありません。また、予告なく変更されることがあります。写真はイメージです。

● ドローン（無人小型機）やロボティクス関連の米

国メーカー。電気自動車（EV）用急速充電器や

センサー、ミサイルシステムなどの開発、製造も手掛

けています。

●国際情勢が不安定化する中で、防衛分野におけ

る無人化・精密技術の需要が拡大しています。

●米国政府は米国製ドローンを優先的に調達するこ

とで、国内の製造基盤強化を目指しており、同社

はその恩恵が期待されます。

ロボティクス関連の大手メーカー

エアロバイロンメント （資本財・サービス）

株価の推移（2020年12月末～2026年1月末、日次 、米ドル）

● カメラ付き携帯電話の光学レンズから、クラウド、

AI、機械学習、通信、データセンターに使用される

光学部品、フォトニクス製品、産業用レーザー、半

導体レーザーなどまで開発、製造する世界大手。

●同社が製造する「フォトニクスチップ」は、AI開発な

どで使われる高性能半導体の一種で、その市場

規模はAIの普及に伴い急成長を遂げています。

●高度な通信処理のために光学部品の精度向上

が求められる中、光技術の需要は一層高まると期

待されます。

光学部品・産業用レーザーの世界大手

ルメンタム・ホールディングス （情報技術）

株価の推移（2020年12月末～2026年1月末、日次 、米ドル）

販売用資料

2026年2月
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委託会社、その他関係法人

ファンドの関係法人

委 託 会 社 BNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社（信託財産の運用指図等）

投資顧問会社＊ ニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエルシー

受 託 会 社 三井住友信託銀行株式会社（信託財産の保管・管理業務等）

販 売 会 社 （ファンドの募集・販売の取扱い等） 販売会社は次のページの表をご参照ください。

＊委託会社との間で締結される運用委託契約に基づき、マザーファンドの運用の指図権限の一部を「ニュートン・インベストメント・マネジメント・

ノースアメリカ・エルエルシー」に委託します。

販売用資料

2026年2月
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ご留意事項

⚫ 当資料は、BNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社が作成した販売用資料です。
⚫ 当資料は信頼できると判断した情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性･完全性について保証するものではありません。

⚫ 当資料に掲載されている記載事項は、特に断りのない限り当資料作成時点のものであり、事前の連絡なしに今後変更される

ことがあります。

⚫ 当資料中のグラフ、数値等は過去のものまたはシミュレーションの結果であり、将来の運用成果等をお約束するものではありません。

⚫ 当ファンドに生じた損益は、すべて受益者の皆様に帰属します。

⚫ 当ファンドのご購入に際しては、販売会社よりお渡しします投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、

お客様ご自身でご判断ください。

BNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第406号
加入協会：一般社団法人投資信託協会

 一般社団法人日本投資顧問業協会

 一般社団法人第二種金融商品取引業協会

当ファンドの ▶特設ページはこちら 

当ファンドの

特設ページはこちら

販売会社一覧 お申込み、投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は、以下の販売会社へお申し出ください。

販売用資料

2026年2月

https://www.bny.com/investments/jp/ja/investor/fund/us-equity/us-manufacturing.html
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